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「家族の集い」ご案内７月の認知症の人と家族の会

　６５歳以上の介護認定（要支援・要介護認定）を受けていない人を対象

に閉じこもりを予防し、いつまでも元気で過ごせるよう介護予防教室を

開催します。

と　き：７月８日（火）午前１０時３０分～午後３時

内　容： （午前）講演と実技「転倒予防に大切なこと」

                      講師：山根隆治理学療法士（三朝温泉病院）

　　　　（午後）自由時間（頭の体操、ニュースポーツ、健康相談など）

ところ：グリーンスコーレせきがね　参加料：１，２００円（昼食・入浴料）

募集条件：６５歳以上で、介護認定を受けていない人

＊毎月申し込み必要。送迎希望の人は送迎します。

　詳細はお問い合わせください。
※申込・問合せ先：長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

７月ホッといきいき教室
～介護予防 教 室 ～ 参 加 者 募 集

KURAYOSHI

倉吉市スポーツセンター
倉吉市葵町 591-1（あ22―5674／い22―5684）
利用時間：午前 8時 30 分～午後 10 時

■ 体育施設を「無料開放」します
と　き：9月23日（火）
利用時間：２時間とし、利用料のみ無料とします。
※ただし、照明料・放送設備などの使用料はいただきます。
※スポーツセンター合宿所の利用は除きます。また、ほかの施設に
　ついても大会などがある場合は除きます。
申　込：８月１日（金）午前８時３０分から
※スポーツセンター体育館は９月９日（火）午前８時３０分から

伯耆しあわせの郷　倉吉市小田４５８（あ 26―5581／い26―5633）
　　　　　　　　　　　　　利用時間：午前９時～午後８時　休館日： 月曜日

■ 受講生募集
申　込：７月４日（金）午前９時より先着順※託児を希望される人は申し込みのときに相談してください。
受講料：初回全納（受講料のほか材料費必要）※納入後は原則として返金しません。

教室名・講師 日　時 定員 受講料・回数

エアロビクス教室②（中原啓子さん） 毎週土曜日10：15～11：15 ３０人 ７，５００円（１５回）

エアロビクス教室③（河本珠紀さん） 毎週水曜日10：15～11：15 ３０人 ７，５００円（１５回）

エアロビクス教室④（河本珠紀さん） 毎週水曜日18：30～19：30 ３０人 ７，５００円（１５回）

３Ｂ体操教室①（前田泰子さん） 毎週火曜日10：15～11：45 ２５人 ６，５００円（１３回）

３Ｂ体操教室②（福井留実さん） 毎週木曜日10：15～11：45 ２５人 ７，５００円（１５回）

３Ｂ体操教室③（福井留実さん） 毎週木曜日14：00～15：30 ２５人 ７，５００円（１５回）

太極拳教室（岡本真由美さん） 毎週金曜日10：15～11：45 ２０人 ７，５００円（１５回）

パワーヨガ教室（中原啓子さん） 毎週金曜日14：00～15：00 ２０人 ７，５００円（１５回）

男性のための料理教室（杉本美智子さん）
※豚肉のしゃぶしゃぶを作ります。

７月２４日（木）
10：00～13：00

１５人 ５００円（１回）

■ 「救急蘇生法」講習会を開催
と　き：7月28日（月）午後１時３０分～４時３０分

ところ：倉吉消防署（現地集合）

参加料：無料

講　師：倉吉消防署　消防士　

定　員：２０人

申　込：７月１０日（木）午前９時より先着順

「うつ」を
    予防しましょう
　うつは特別な病気ではなく年齢を問わ
ずかかる病気です。特に高齢者は老化や
病気、退職、死別などうつ病の要因が多
くあります。
　うつは適切な治療やケアを受ければ、
回復する病気で、放っておいても自然に
治癒

ゆ

するだろうと考えるのは禁物です。
「気分が落ち込む」「疲れやすい」「意欲がわ
かない」「眠れない」など、いつもと違う感
覚はうつのサインかもしれません。そん
な自分に気づいたら、休養をとることを
心がけましょう。がんばりすぎないこと
が肝心です。
○つらい気持ちは家族や友人に話して
　みましょう。
○生活のリズムを整え、十分な休養を
　とりましょう
○仕事や家事の負担を軽くしましょう。
○薬をうまく利用しましょう。かかり
　つけ医にまずは相談を。
○重要な決定は先延ばしにしましょう。
※問合せ先：長寿社会課
　　　　　　（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

ＳＥＫＩＧＡＮＥ

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えている悩みを語り合い、

分かち合ったり、情報交換したり、何でも話し合える場です。気軽にご参

加ください。

関金会場　と　き：７月４日（金）午前１０時～正午（定例第１金曜）

　　　　　ところ：倉吉市高齢者生活福祉センター（関金町関金宿）

倉吉会場　と　き：７月１７日（木）午前１０時～正午（定例第３木曜）

　　　　　ところ：ヘルパーステーション蔵まち（幸町）
※問合せ先：ヘルパーステーション蔵まち（あ２４―０３７１／い２４―０３７２）

　　　　　　　長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）
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倉
吉
市
中
江
に
本
社
を
置
く
㈱
バ
ル
コ
ス
が

㈳
中
国
地
区
地
域
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
主

催
の「
中
国
地
域
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
」に
お

い
て
大
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
５
月

28
日（
水
）受
賞
報
告
に
長
谷
川
市
長
を
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

※
問
合
せ
先

：

商
工
観
光
課（
あ
２
２―

８
１
５
８
／

い
２
２―

８
１
３
６
）

中
国
地
区
体
育
指
導
委
員
協
議
会

功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

６
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）に
広
島
県
呉
市

で
開
催
さ
れ
た
平
成
20
年
度
中
国
地
区
体
育
指

導
委
員
研
修
会
で
、
倉
吉
市
か
ら
２
人
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
20
年
に
わ
た

り
体
育
指
導
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
体
育
行

事
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
に
積
極
的
に
参
画
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

【
被
表
彰
者
】桑
名
優
子
さ
ん（
小
鴨
地
区
）

　
　
　
　
　

黒
田
多
美
子
さ
ん（
成
徳
地
区
）　

功※
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ
２
２―

８
１
６
７
／

い
２
２―

１
６
３
８
）

㈱
バ
ル
コ
ス
が
中
国
地
域
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
優
秀
賞
を
受
賞▲賞状を披露される

　山本敬社長（右）

▲桑名さん（左）

　黒田さん（右）

　６月４日（火）、ＪＡ鳥取中央倉吉西瓜統合選果場から倉吉西瓜
が初出荷されました。今年の西瓜は、糖度も玉太りも上々。これ
から暑い夏にかけて、たくさんの笑顔に囲まれることでしょう。

６月４日（水）

倉吉西瓜初出荷セレモニー

～さあ、倉吉の夏の味覚の出番です！～

　６月２０日（金）、倉吉市と姉妹都市である羅州市
のサッカー協会の皆さんが長谷川市長を表敬訪問
しました。一行は２１日（土）・２２日（日）に市営ラ
グビー場で鳥取県中部サッカー協会と親善試合を
行い、スポーツを通じての友好を深めました。

６月２０日（金）

羅州市サッカー協会倉吉市訪問

～サッカーを通じて交流推進を～

倉吉市役所庁舎内
に展示されている
絵画などを紹介し
ます。来庁の折に
ご鑑賞ください。

ＮＯ．２

「春うらら」
徳岡　信子さん　作
市民応接室前通路

～日ごろの訓練の成果を発揮！～

第５３回倉吉市消防ポンプ大会

６月１５日（日）

　６月１５日（日）、東巌城町河川敷において第 53 回倉吉市消
防ポンプ操法大会が開催されました。小型ポンプ操法では上
井分団が、ポンプ車操法では関金第２分団がそれぞれ優勝し
ました。

　６月１１日（水）、国庁跡のふれあい花広場
で、社小学校全校児童によるヒマワリの植え
付けが行われました。今年で３年目を迎え、
学年ごとに手際よくヒマワリが植えられてい
きました。

６月１１日（水）

国庁跡ヒマワリの植え付け

～早く大きくなあれ！～
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部
落
問
題
は 

今

残
る
就
労
面
の
課
題

　

部
落
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
33
年
間

継
続
さ
れ
ま
し
た
法
律
が
終
了
し
て
か
ら

６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

  

で
は
、
部
落
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

鳥
取
県
が
２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）に

実
施
し
た「
同
和
地
区
実
態
把
握
調
査
」と

「
県
民
意
識
調
査
」に
よ
る
と
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

  

そ
の
一
つ
に
就
労
面
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
安
定
し
た
就
労
と
さ
れ
る「
常
雇
」が

55
．6
％
で
、
前
回
の
調
査
よ
り
２
．４
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
県
平
均
に
比
べ

る
と
７
．
８
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
臨
時
雇
」・「
日
雇
」
な
ど

の
不
安
定
な
就
労
状
況
の
人
は
21
．1
％

で
県
平
均
と
比
べ
て
10
．1
ポ
イ
ン
ト
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

  

部
落
問
題
解
決
の
基
本
的
課
題
と
さ
れ

て
い
る
仕
事
保
障
の
問
題
が
、
未
解
決
で

あ
る
と
い
う
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

生
徒
の
声

　

あ
る
日
の
人
権
学
習
で
、
差
別
と
闘
っ

て
き
た
地
区
に
住
む
友
だ
ち
が
話
し
て
く

れ
た
。

  

「
ほ
か
の
地
区
に
出
か
け
た
と
き
、『
ど

こ
の
子
』
と
聞
か
れ
た
ら
ど
う
し
ょ
う
、

い
や
な
顔
を
さ
れ
た
ら
ど
う
し
ょ
う
、
な

ん
て
思
っ
て
し
ま
う
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
も
っ

と
自
信
を
持
っ
て
い
た
ら
こ
ん
な
思
い
を

し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の

に
…
」と
。

  

差
別
は
昔
の
こ
と
。
そ
れ
は
違
う
。
目
に

見
え
な
い
形
で
友
だ
ち
を
苦
し
め
て
い
る
。

(

教
育
委
員
会
作
成
平
成
19
年
第
35
集
作

文
集「
心
の
ノ
ー
ト
」よ
り
一
部
抜
粋
）

  

「
差
別
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
」と
あ
る
中

学
生
は
人
権
作
文
の
中
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
声
の
背
景
に
大
人
社
会
を
垣
間

見
る
思
い
が
し
ま
す
。

  

大
人
も
こ
の
部
落
解
放
月
間
中
に
、
機

会
を
求
め
、積
極
的
に
学
習
会
や
講
演
会
、

研
修
会
に
参
加
し
、
部
落
問
題
に
つ
い
て

考
え
、
話
し
合
っ
て
み
る
期
間
に
し
た
い

も
の
で
す
。

月
間
中
の
主
な
行
事

▼
ワ
ッ
ペ
ン
着
用（
園
児
・
小
中
学
生
）

  

月
間
中
に
あ
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
が
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
願
い
、
ワ
ッ
ペ

ン
を
着
用
し
ま
す
。

▼
同
和
問
題
講
演
会

と  

き

：

７
月
10
日（
木
）午
後
２
時
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ

：

ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

演  

題

：

こ
れ
か
ら
の
部
落
問
題

講  

師

：

片
岡 
伸
彦
さ
ん（
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
）

倉吉市人権政策課
あ22-8130／い22-8135

№49
シリーズ

人
権
の
た
め
に
学
ぶ

同
和
教
育
講
座
③

と　

き

： 
７
月
19
日（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

           

（
開
場
午
後
１
時
）

と
こ
ろ

： 
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視
聴
覚

ホ
ー
ル

演　

題

： 
み
ん
な
で
一
歩
、
多
文
化
を

知
る
喜
び

講　

師

： 
ア
ベ 

山
田 

マ
リ
ア
ル
イ
サ
さ
ん

部
落
解
放
月
間
を
意
義
あ
る
も
の
に

部
落
解
放
月
間
は
…

　

鳥
取
県
で
は
、「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」が
施
行
さ
れ
た
１
９
６
９
年

（
昭
和
44
年
）に
、７
月
10
日
〜
８
月
９
日
を
部
落
解
放
月
間
と
定
め
ま
し
た
。

  

こ
の
期
間
中
、
各
市
町
村
や
関
係
機
関
が
一
緒
に
な
っ
て
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
部
落
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。

  

ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

  

ぜ
ひ
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

▲

部
落
解
放
月
間
啓
発
ポ
ス
タ
ー

差
別
落
書
き
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

法
務
局
・
部
落
解
放
同
盟
・
市
商
工
観

光
課
・
市
人
権
政
策
課
・
ほ
か
関
係
機
関

は
、
５
月
30
日（
金
）早
朝
、
倉
吉
駅
を
中

心
に「
や
め
よ
う
！
差
別
落
書
き
」の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
幸
福
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
、「
人
権
尊
重
の
ま
ち　

倉
吉
」

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。



（19）平成 20.7

「
韓
国
夏
の
味
覚

冷
麺（
ネ
ン
ミ
ョ
ン
）」

　

キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
冷
麺（
ネ
ン
ミ
ョ

ン
）一
杯
が
恋
し
く
な
る
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
し
こ
し
こ
し
た
麺
に
、
の

ど
越
し
す
っ
き
り
の
冷
た
い
ス
ー
プ
を

考
え
る
だ
け
で
も
、
暑
さ
が
遠
ざ
か
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

焼
肉
屋
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
日
本
で

も
お
馴
染
み
の
冷
麺
は
、
も
と
も
と
、

朝
鮮
半
島
の
北
部（
現
・
北
朝
鮮
）
の
料

理
で
し
た
が
、
朝
鮮
戦
争
の
際
、
北
側

の
避
難
民
と
と
も
に
南（
現
・
韓
国
）
ま

で
降
り
て
き
て
、
今
や
韓
国
の
国
民
的

な
料
理
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
や
材
料
に
よ
っ
て
そ
の
種
類
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
や
は
り
一
番
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
の
は
、
大
根
の
水
キ
ム
チ
の
汁

と
肉
汁
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
冷
た
い
ス
ー

プ
に
、
そ
ば
粉
で
作
っ
た
麺
を
入
れ
て
、

カ
ラ
シ
と
酢
を
添
え
て
食
べ
る「
ム
ル
ネ

ン
ミ
ョ
ン
」と
い
う
水
冷
麺
で
す
。

　

ほ
か
の
韓
国
料
理
に
比
べ
て
マ
ニ
ア

が
多
い
冷
麺
は
、
韓
国
で
は
食
べ
方
に

関
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま

す
が
、「
玉
流
館（
オ
ク
リ
ュ
ウ
ガ
ン
）」

と
い
う
北
朝
鮮
の
有
名
な
冷
麺
専
門
店

の
従
業
員
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り

ま
す
と
、
麺
を
柔
ら
か
く
し
て
消
化
を

助
け
て
く
れ
る「
お
酢｣

は
麺
に
か
け
、

ス
ー
プ
の
味
を
引
き
立
て
て
く
れ
る「
か

ら
し
」は
、
ス
ー
プ
に
溶
か
し
て
食
べ
る

の
が
一
番
美
味
し
く
て
、
健
康
的
な
冷

麺
の
食
べ
方
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
冷
麺
の
上
に
乗
せ
て
あ
る
ゆ

で
卵
や
牛
肉
は
、
蛋
白
質
の
補
充
と
冷

麺
で
冷
や
さ
れ
た
体
を
温
め
る
の
で
、

必
ず
食
べ
た
方
が
良
い
そ
う
で
す
が
、

最
初
に
食
べ
る
の
が
い
い
か
、
最
後
に

食
べ
る
の
が
い
い
か
で
、
韓
国
の
冷
麺

マ
ニ
ア
の
間
で
い
ま
だ
に
論
争
中
で
す
。

皆
さ
ん
は
ど
っ
ち
の
方
で
す
か
。
ち
な

み
に
、
漢
方
専
門
家
に
よ
り
ま
す
と
、

食
べ
る
順
番
と
健
康
と
は
あ
ま
り
関
係

が
な
い
そ
う
で
す
。

　

暑
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
こ
の
季

節
、
冷
た
い
冷
麺
一
杯
で
一
瞬
で
も
さ

わ
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▲韓国夏の風物詩
　冷麺（ネンミョン）
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「
議
会
は
多
人
数
に
よ
る
合
議

制
の
機
関
と
し
て
、
ま
た
町
長
は

独
任
制
の
機
関
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
異
な
る
特
性
を
活
か
し
て
、
町

民
の
意
思
を
調
整
し
、
的
確
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
競
い
合
い
、
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
栗
山
町
と
し

て
最
良
の
意
思
決
定
を
導
く
共
通

の
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。」こ

れ
は
６
月
議
会
で
、
議
員
か
ら
の

「
望
ま
し
い
議
会
と
首
長
の
役
割

に
つ
い
て
」
の
質
問
に
対
し
、
そ

の
答
え
に
引
用
し
た
北
海
道
栗
山

町
議
会
の
議
会
基
本
条
例
で
す
。

今
回
の
議
会
で
も
17
人
の
議
員
が

発
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
栗

山
町
を
倉
吉
市
に
置
き
換
え
れ

ば
、
本
市
で
は
今
で
も
そ
の
到
達

点
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

日
々
の
出
来
事
の
処
理
に
追
わ

れ
が
ち
な
役
所
の
機
構
に
議
会
か

ら
違
う
視
点
で
の
提
起
を
受
け
る

こ
と
で
、
そ
の
結
び
目
に
立
つ
私

も
発
奮
垂
範
で
き
る
の
で
す
。
と

も
あ
れ
職
員
を
含
め
、
自
治
体
関

係
者
の
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
任

務
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
を
心
が
け

る
だ
け
で
も「
自
治
」は
大
き
く
開

け
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

福
岡
県
う
き
は
市
は
、
筑
後
川

に
沿
っ
た
う
き
は
町
と
吉
井
町
の

い
ず
れ
も
白
壁
土
蔵
群
が
残
り
、

か
つ
て
は
蝋ろ
う

・
油
・
酒
な
ど
を
取

り
扱
っ
た
商
人
の
町
で
し
た
。
こ

こ
で
、
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
総
会
が
開
か
れ
、
次
期

開
催
地
に
本
市
が
決
ま
り
ま
し

た
。
現
地
で
は
、
古
い
建
物
を
活

か
し
た
町
並
み
整
備
以
上
に
、
商

店
主
な
ど
商
工
会
を
は
じ
め
と
し

た
多
く
の
建
築
士
会
員
の
建
物

ガ
イ
ド
が
い
て
、
加
え
て
地
元
中

学
生
が
そ
の
入
り
口
に
立
っ
て
お

り
、
温
か
み
を
感
じ
る
心
配
り
で

し
た
。
と
う
と
う
と
流
れ
る
筑
後

川
の
畔
を
歩
き
、
帰
っ
て
か
ら
九

州
の
大
雨
情
報
に
つ
け
て
、
暴
れ

川
と
し
て
知
ら
れ
る
河
川
三
兄
弟

と
し
て
の「
筑
後
次
郎
」は
、
過
去

の
呼
び
名
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

倉
吉
ス
イ
カ
の
最
出
荷
期
、
梅

雨
明
け
の
熱
い
日
差
し
が
待
た
れ

ま
す
。

倉
吉
市
長　

長
谷
川 

稔

問
題
解
決
の
カ
ギ
は

自
治
と
明
日
へ
の
思
い
に

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）
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■梅雨空の朝、霧のような雨が降りしき
る空に、白い鳥が風に乗って飛んでいる
のが見えました。雨をものともせずに体
を伸ばし、翼を大きく広げた姿は、とて
も悠々、堂々としているように見えまし
た。きっと、私の今の「踏ん張り」は、あ
の鳥の足元にも及ばないでしょう。（Y.T）
■子育ての大変さを実感せずにはいられ
ない毎日です。が、家族や周りの人が全
力で支えてくれています。日々の生活に
追われてなかなか感謝の気持ちを伝える
ことができませんが、心からありがとう
と伝えたいです。（E.K）

●倉吉市の人口（基本台帳）

    24,371人（+6）男

    27,117人（+3）女

    51,488人（+9）計

    20,206世帯（+36）
●外国人登録者数

       106人（－2）男

       189人（－１）女

       295人（－３）計

       246世帯（－３）

                       （H20.5.31現在）

　

★お仕事は？ 埼玉県の音大を卒業後、専攻していた打
楽器（マリンバ）の技術を活かして、関東を中心にマーチング
や和太鼓などの音楽講師をしていました。そして昨年地元倉
吉に戻り、小学生や保育園の子どもたちと楽しく過ごしてい
ます。学校や地域の行事でマリンバを演奏させていただくこ
ともあり、大好きな音楽と子どもたちに囲まれて、倉吉に帰っ
てきて良かったな、と思っているところです。
★趣味は？ さまざまなジャンルのコンサートや舞台
を観に行くことです。ロックやポップスなどのライブでワ
イワイ騒いだり、クラシックを聴いて音楽の深さを味わっ
たりします。音楽を単純に楽しみたいというのが一番の理
由ですが、演奏者として聴くこと、勉強になることがたく
さんあります。パフォーマンス、選曲、ステージマナーなど、
お客様が喜んでくださるための工夫を毎回学んでいます。
★最近の話題・目標 きっとマリンバの音色を聴いたこ
とがない子どもたちがたくさんいると思います。そんな子
どもたちにマリンバの響きを届け、音楽によって楽しくな
る、笑顔があふれる、感動する、そんな音楽の素晴らしさ
を伝えていけたらと思います。
★プロフィール：２月２８日生まれ・Ｏ型

平成１９年３月埼玉県より倉吉市へＵターン
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福
ふ く い

井　蘭
らん

さん
 　　　　　　　（マリンバ奏者）

151と　き：７月１３日（日）

１１：１５～１５：３０（受付１０：３０～）

ところ：鳥取短期大学

内　容 

《学科別授業体験》

☆リズム♪チャンツ！～子どものための英語　

ワークショップ～

☆超簡単！誰でもできるウェブサイト作成

☆エッフェル塔を立体メガネで体感しよう！

☆夏味スイーツをつくろう！

☆歌って、踊って これが私の表現

◎クラブ、同好会紹介

◎保護者対象説明会

◎なんでも相談コーナー

◎社会人相談コーナーなど

昼　食：無料（要事前申込）

無料送迎バス

倉吉駅４番バス乗り場発：１０：４０、１１：００

短大発：１５：４０、１５：５５
※申込・問合せ先：鳥取短期大学入試広報課
　　（あ２６―９１７１）

「中部ふるさと奨学金」
交付式を行いました

お
母さ
んと赤ちゃんのための
育ちの広場

子どものための

救急法

小さな子どもを抱えているといつどんな事が起こるか心配なも

のですね。そんな時に、ちょっとした救急法を知っていると、慌

てず対処でき、親自身の心の余裕にも繋がります。お子さんと

一緒に参加して日ごろ心配なことを尋ねてみませんか？

と　き：７月１８日（金）午前１０時３０分～１１時３０分

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」（旧上灘保育園）

対　象：０～５歳の子どもと保護者（２０組程度）

講　師：倉吉消防署職員　参加料：無料
※申込・問合せ先：子育て総合支援センター「おひさま」
　　　　　　　　　（あ／い２２―３９１４）

オー
プンキャ

ンパス開催！

　５月２８日（水）、本学において「中部ふるさと奨学

金」交付式が、学生１５人に対して行われました。本

奨学金は年間２２万円が鳥

取中部ふるさと広域連合

から給付される制度です。

平成９年から始まり今年

で１２年目となり、毎年

１５人前後の学生に支給さ

れてきました。

　交付式では連合長 (長谷川倉吉市長 )より学生代表

に奨学金交付決定通知書が渡され、学生代表からは

｢中部地域の活性化のために地域貢献できるよう勉

学に励みます｣とお礼の言葉がありました。その後、

各市町長と学生との間で地域への要望並びに今後の

進路などについて懇談会が開かれました。

第２回とりたん

　第２回目のオープンキャンパスは、

元気いっぱいの学生たちがクラブ・同

好会紹介を行います。そのほかにも、

授業体験、個別相談など楽しい企画が

盛りだくさん！高校生はもちろん、保

護者の皆さん、一般の皆さんもぜひお

越しください。




